
 

その 6：テットベリーからチッチェスターへ 

7 月 24 日（土） 
 今日はテットベリー(Tetbury)のホテル Hare & 
Hounds を出発してカースル・クーム(Castle Combe)、
ス ト ー ン ヘ ン ジ (Stonehenge) 、 ソ ー ル ス ベ リ

(Salisbury)経て、チッチェスター(Chichester)のグッ

ドウッドパークホテルに移動した。 
 カースル・クームは「全英一、最も古い街並みが保

存されている村コンテスト」で何回も表彰されている

村である。 

駐車場は村の中心から少し離れた丘

の上にあった。朝早かったことのあ

り、車はほとんど駐車していなかっ

たが、日本人観光客を乗せた大型バ 
スが一台駐車していた。運転手に村への

行き方を聞きいた。村の中心は徒歩で 10
分くらい坂を下ったところにあった。ク

ームとは谷あいのことで、カースル・ク

ームはブルック渓谷の谷あいの村であり

コッツウォルズ特有の落ち着いた村であ

た。左の写真はメインストリートのみや

げ物店などのある家並である。 



左の写真は村の中心にある教会で、そのすぐそばにザ・

マナー・ハウスと言う 1947 年ホテルとしてオープンす

るまで 900 年間荘園領主の館であった建物があった。上

の写真は村の中心の鳥瞰図で先ほど示したみやげ物店

で買ったポストカードである。駐車場に戻ると先ほどの観光バスは既にいなかった。ツア

ーは訪問先の数が勝負のようで、駆け足で移動しているようである。我々も次の目的地ス

トーンヘンジへと向かった。途中、車の渋滞に遭遇したかと思ったが、実は牧場の牛を一 
方の牧場から道路を挟んだもう一方の

牧場へ移動させるために、信号機が赤

になっていることが判った。実にのど

かな風景であった。左の写真ではあま

り鮮明ではないが、前方に信号機があ

り、そこを牛が左から右に移動してい

た。その間 10－20 分は待たされたと思

う。20－30 台の車がじっと待っている

ところを見ると通常の出来事なのであ 

ろう。コッツウォルズとは羊小屋のある丘という

意味だそうであるがコッツウォルズ丘陵は酪農地

帯であり羊のみならず牛や馬も飼育されているよ

うだ。その後、いくつかの町を通過して、ストー

ンヘンジへ到着した。道路の右側に巨石群がある

他は東西南北地平線まで遮るものがない大平原地

帯であった。道路の左側に数百台は駐車できる駐

車場が完備されており、人気の高さが判る。 



右のカードは外国観光客用に用意された 2 人・7
日間有効の通行証で英国国内の歴史的遺産約 400
箇所以上に入場できるものである。チケットカウ

ンターで勧められたので、それほど利用しないと

思うが記念に購入した。ストーンヘンジへは道路

の下の地下道を通って入った。巨石群の近くは鎖

が張られており近付くことはできず、巨石群を中 
心とした大きな円形の通路か

らの観察となった。環内の大

きな石群は 30ｋｍほど離れ

たマルバラ・ダウンズから採

取されたサルセン石、「ブル

ーストーンズ」として知られ

る小さめの石群は 385ｋｍ離

れたウェールズのプレセリ山

脈のもの。この遺跡の建設段

階は 3 つに分けられるとされ

ています。（1）紀元前 3050
年の土塁と周溝、（2）紀元前 2500 年中央に木造建造物が作られた、（3）紀元前 2500～1500
年、石のモニュメントが作られ約 1000 年にわたって並び替えられた。世界遺産に指定され

ており、周辺 1600 ヘクタール以上にわたるウィルトシャーの丘陵にミレニアム公園の建設

計画がある。太陽や月の方向と巨石の配置に深い関係があると言う。宗教儀式に用いられ

たという説が有力である。巨石群のそばに立つと数千年前の人々と同じ場所を共有してい

るという何とも不思議な気持にさせられる。ストーン・サークルは世界各地に存在し、共

通点も多く、相互の関係は興味深い。わが国では東北地方の大湯環状列石が有名である。 

 



 ストーンヘンジから南東に少し

行くとエイヴォン川に沿ってソー

ルズベリ (Salisbury)と言う町が

ある。みどころは大聖堂、1220
年から 1258 年に建てられたゴシ

ック調の建物、尖塔は後から付け

加えられたもので、高さがイング

ランド最高の 123ｍあり、町のは

ずれからもはっきりと見える。神

に少しでも近づきたいという人の

願いが込められていると言う。尖

塔を支える建築技術のすばらしさ

は勿論のこと、1386 年ごろ製作さ

れた中世の大時計は現在でも時を刻んでおり 500 年間で５億回以上の

時を刻む、おそらく最古の時計であろう。マグナ・カルタの 4 つのオ

リジナルのうちの一つが展示されている。 
 ソールズベリからさらに南東へ進みサウサンプトン(Southampton)
から高速道路Ｍ27 に入り、一気にハバント(Havant)まで進み、さらに

Ａ27 でチッチェスター(Chichester)の市街地を迂回したところから地

方道に入り、案内板にしたがってマリオット系列のグッドウッドパークホテルに着いた。

このホテルにはゴルフコースが併設されていた。 
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